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ニホ ンザル足底汗腺の ATPase活性 Ⅰ
杉IhlJi:八郎 (名了l人 ･択 ･1生耶)
援倉石]t実 (I.I;･:艮研)
は じ め に
fr一脈の鮒胞 トレベルでの研究は)'t汗鋭敏を附リけ るに
あたり?ほ れる研究分野である｡一.Tこじ籾の手′湛および)i






1改良JPT5JrJrltJ切 り取り0.25M sucrose.1mM EDTA
附則 )にて -20oCに保Il'･, lJ<'肺組払拭iEこ後2rl以内に
父験をhなった｡ sweatgland c0-日 の分離は組織を
sliceL0.25M sucro～eJmM EDTA 7Ti.今む水冷(､ii披
第 1図 単離 した sweatgland coilと distal
duct(10×】5)oA:secretoI･yPOrtionとproximal




別もlHJ.火た (第 1図)｡ 採媒 した sweatglandcoLlは
0.25M sucrose,1mM EDTA IRlE溶液中にて glass
lOnlOgCnizerを用い一定の speedで5秒間 homoge-
n'LZC した｡ATPase活化は,反応液の最終組成を 1mM
AT3'lP.2mM MgC12. 100mM NaCl,10mM KCl,





瓜こ液より/分離 し,その0.5析Jを取 り gas flow counLCr











































































































T. T■ T■ T+ TJ Tf
第1図 メスのA反応.D反応およびN反応｡
▼･ ▼■ ▼■ T◆T( ▼●
第2図 オスのA反応.D反応およびN反応｡
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